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去
る
７
月
22
日
、
田
子
町
の
タ
プ
コ
ピ
ア

ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
三
八
地
区
の
農
業
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
出
席

し
、
三
八
地
区
農
業
委
員
会
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

大
会
前
に
は
研
修
会
が
行
わ
れ
、
農
業
委

員
会
等
を
め
ぐ
る
情
勢
や
、
農
地
の
利
用
状

況
調
査
と
遊
休
農
地
の
解
消
対
策
な
ど
に
つ

い
て
、
青
森
県
農
業
会
議
等
か
ら
説
明
を
受

け
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。 

 

大
会
で
は
、
昨
年
の
要
請
決
議
事
項
で
あ

る
「
実
効
性
の
あ
る
農
地
の
規
制
と
活
用
に

つ
い
て
の
要
望
」
と
「
米
の
減
反
政
策
の
堅

持
若
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
る
制
度
の
確
立
に

関
す
る
要
望
」
の
２
件
に
つ
い
て
経
過
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
議
案
審
議
へ
と
移
り
、
第
１
号

議
案
「
消
費
税
率
引
上
げ
へ
の
慎
重
な
対
応

に
関
す
る
要
望
」
と
し
て
、
１
．
消
費
税
の

事
業
者
免
税
点
を
３
千
万
円
と
す
る
と
と
も

に
、
簡
易
課
税
制
度
に
お
け
る
見
な
し
仕
入

れ
率
を
見
直
し
、
農
業
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
、
２
．
農
業
者
の
税
務
申
告
に
関
し
、

そ
れ
を
支
援
す
る
強
力
な
体
制
等
の
整
備
を

図
る
こ
と
、
第
２
号
議
案
「
農
業
委
員
会
の

制
度
と
役
割
に
関
す
る
要
望
」
と
し
て
、
１
．

重
要
な
課
題
で
あ
る
、
農
地
の
利
用
集
積
や

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
、
農
地
中
間
管

理
機
構
の
適
切
な
斡
旋
、
適
格
な
農
業
者
に

よ
る
有
効
利
用
へ
の
協
議
体
制
を
図
る
こ
と
、

ま
た
、
２
．
耕
作
放
棄
地
を
対
象
と
し
た
農

業
者
へ
の
固
定
資
産
税
増
税
を
見
直
し
、
実

情
に
あ
っ
た
解
消
支
援
制
度
を
確
立
す
る
こ

と
、
の
２
件
の
要
望
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

大
会
の
最
後
は
、
籠
田
悦
子
八
戸
市
農
業

委
員
会
会
長
に
よ
り
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
決
議
さ
れ
た
要

望
事
項
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
総
力
を
挙
げ

て
運
動
を
展
開
し
、
地
域
農
業
者
の
信
頼
と

期
待
に
応
え
る
こ
と
を
大
会
宣
言
と
し
、
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

大会スローガンを読み上げる籠田会長 

    
 

９
月
に
入
っ
て
暑
さ
も
一
段
落
、
と
油

断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
残
暑
が
厳
し
い

日
も
少
な
く
な
く
、
毎
年
全
熱
中
症
患

者
の
10
％
が
９
月
に
発
生
し
て
い
ま
す
。 

特
に
今
年
は
厳
し
い
残
暑
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。 

 

熱
中
症
の
予
防
に
は 

 

・の
ど
が
渇
く
前
の
、
こ
ま
め
な
水
分
、

塩
分
補
給 

・気
温
の
高
い
時
間
は
作
業
を
避
け
る 

・日
陰
等
を
利
用
し
て
、
こ
ま
め
な
休
憩 

・
で
き
る
だ
け
二
人
以
上
で
作
業
を
す

る 

・無
理
な
節
電
を
せ
ず
、
エ
ア
コ
ン
や
扇

風
機
を
適
度
に
使
う 

 

こ
と
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
熱
中
症
患
者
の
約
半
数
は
65

歳
以
上
の
方
で
す
。
年
齢
が
上
が
る
ほ

ど
、
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚
が

鈍
り
、
体
の
調
整
機
能
も
低
下
し
ま
す
。 

自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
、
万

全
の
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 



   

 

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
、
農
地
を

贈
与
し
た
際
に
か
か
る
贈
与
税
の
納
税

猶
予
制
度
が
改
正
さ
れ
、
受
贈
者
の
要

件
に
、
「
担
い
手
で
あ
る
こ
と
」
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。 

受
贈
者
の
要
件 

１
．
贈
与
者
の
推
定
相
続
人
で
あ
る
こ 

 

と ２
．
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

こ
と
を
農
業
委
員
会
が
証
明
し
た
個
人 

①
農
地
等
を
取
得
し
た
日
の
年
齢
が
18

歳
以
上
で
あ
る
こ
と 

②
農
地
等
を
取
得
し
た
日
ま
で
引
き
続

き
３
年
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
た

こ
と 

③
農
地
等
を
取
得
し
た
日
以
後
、
速
や

か
に
農
業
経
営
を
行
う
こ
と 

④
農
業
委
員
会
の
証
明
時
に
担
い
手
に

な
っ
て
い
る
こ
と 

 

※
担
い
手
と
は
、
①
認
定
農
業
者
、
②
認
定

新
規
農
業
者
、
③
基
本
構
想
水
準
到
達
者

（
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
に
な
っ

て
い
る
者
）
の
い
ず
れ
か
の
者
の
こ
と
で
す
。 

 

適
用
時
期
：
右
記
の
改
正
は
、
平
成
28

年
４
月
１
日
以
後
に
贈
与
に
よ
り
取
得

を
し
た
農
地
等
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
ま
す
。 

  

                             

   

 

当
委
員
会
で
設
定
し
て
い
る
農
地
法

第
３
、
４
、
５
条
の
許
可
申
請
・
届
出

の
受
付
期
間
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
内
容
や
申
請
書
類
に
つ
い
て
、
事

前
に
農
業
委
員
会
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

問
農
業
委
員
会 

☎
43
‐
２
１
１
１
（
内
線
４
０
１
４
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秋
も
ク
マ
に
注
意
!! 

 

今
年
の
春
は
秋
田
県
鹿
角
市
で

ク
マ
に
よ
る
死
亡
事
故
が
相
次

ぎ
、
八
戸
市
に
も
ク
マ
の
出
没
情

報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
原

因
は
昨
年
秋
の
ブ
ナ
の
実
の
豊
作

に
よ
り
、
子
グ
マ
が
多
く
生
ま

れ
、
個
体
数
が
一
気
に
増
加
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

一
方
、
今
年
の
秋
は
ブ
ナ
の
実
の

凶
作
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
食

糧
の
足
り
な
く
な
っ
た
ク
マ
が
人

里
ま
で
降
り
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
例
年
以
上
の
十

分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。
山
菜
狩

り
で
山
に
入
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
果
樹
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ど
を
求
め
て
ク
マ
が
畑
に
出
没

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

廃
棄
作
物
の
除
去
や
電
気
柵
の
適

切
な
設
置
に
よ
っ
て
ク
マ
の
侵
入

を
防
ぐ
対
策
も
考
え
ま
し
ょ
う
。 

本
来
ク
マ
に
と
っ
て
人
間
は
怖

い
存
在
で
あ
り
、
通
常
は
避
け
て 

 

 

通
り
ま
す
。
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
早

め
に
こ
ち
ら
か
ら
存
在

を
知
ら
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

 

  

農
業
を
営
ん
で
い
る
人
が
、
農
地

を
後
継
者
に
一
括
贈
与
し
た
と
き

に
、
そ
の
後
継
者
に
か
か
る
農
地
の

贈
与
税
が
、
後
継
者
が
農
業
を
続
け

る
限
り
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。 

こ
の
贈
与
税
は
、
後
継
者
又
は
贈

与
者
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
し
た
場
合

に
は
、
納
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
贈
与
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に

よ
り
贈
与
税
の
納
税
が
免
除
さ
れ
た

場
合
に
、
納
税
猶
予
対
象
と
な
っ
て

い
た
農
地
は
、
贈
与
者
か
ら
相
続
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
相
続
税
の
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。 

農
業
を
引
き
継
ぐ
人
に
と
っ
て
は

大
変
有
利
な
制
度
で
す
が
、
３
年
ご

と
に
継
続
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

る
ほ
か
、
途
中
で
農
業
を
や
め
た
り

農
地
を
売
っ
た
り
す
る
と
、
猶
予
が

打
ち
切
ら
れ
、
利
子
税
を
含
ん
だ
高

額
な
税
金
を
払
う
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
「
と
り
あ
え
ず
税
金
が
安

く
な
る
か
ら
」
と
安
易
に
利
用
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
で
よ
く
考
え
、

家
族
と
も
相
談
し
て
制
度
を
十
分
理

解
し
た
上
で
活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

※
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
の
は
制
度
の

一
部
で
す
。
猶
予
を
受
け
る
た
め
に

は
、
他
に
も
様
々
な
要
件
が
あ
り
ま

す
。
贈
与
税
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い

て
は
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

農
地
法
関
係
の 

申
請
受
付
日
等
に
つ
い
て 

申請月 

許可申請    

届 出 
 

3条/4,5条 

(30a以下) 

4,5条 

(30a超) 

９月 
受付 9/12～20 締切 9/5 9/20 

交付 10/17 11/7 交付 9/15 9/30 

10月 
受付 10/11～20 締切 10/5 10/20 

交付 11/17 12/5 交付 10/14 10/31 

11月 
受付 11/11～18 締切 11/7 11/21 

交付 12/15 1/6 交付 11/15 11/30 

※他法令との調整により、変更となる場合があります。 
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■
学
校
の
特
徴 

地
域
農
業
の
中
核
的
担
い
手
と
な
り

得
る
農
業
経
営
者
及
び
農
業
を
支
え
る

多
様
な
人
財
の
養
成
を
目
的
と
し
た
県

立
の
専
修
学
校
で
す
。 

自
ら
課
題
を
決
め
て
研
究
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
や
２
年
次
の
農
家
実
習

を
中
心
と
し
た
実
践
教
育
の
ほ
か
、
大

型
特
殊
自
動
車
や
け
ん
引
免
許
（
い
ず

れ
も
農
耕
車
限
定
）
、
家
畜
人
工
受
精

師(

畜
産
課
程
の
み)

、
毒
物
劇
物
取
扱

者(

乙
種
第
４
類)

な
ど
の
資
格
取
得
の

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
卒
業
生
に
は
「
専
門
士(

農

業
専
門
課
程)

」
の
称
号
が
与
え
ら
れ

る
ほ
か
、
４
年
制
大
学
へ
の
編
入
学
が

可
能
で
す
。 

■
修
業
年
限 

２
か
年(

全
寮
制) 

■
募
集
人
員
等 

畑
作
園
芸
課
程
、
果
樹
課
程
、
畜
産

課
程
70
名(

く
く
り
募
集) 

■
年
間
経
費 

(

１)

授
業
料 

１
１
８
，
８
０
０
円 

(

２)

諸
経
費 

６
５
０
，
０
０
０
円 

(

寮
食
費
、
寮
光
熱
水
費
、
教
材
費
、

各
種
資
格
試
験
受
験
料
、
実
習
服
費

他) ■
募
集
日
程 

(

１)

推
薦
選
考 

・
願
書
受
付 

10
月
５
日(

水)

～
19
日(

水) 

・
選
考
日 

11
月
11
日(

金) 

(

２)

一
般
募
集 

・
願
書
受
付 

11
月
29
日(

火)

～
12
月
13
日(

火) 

・
試
験
日 

平
成
29
年
１
月
20
日(

金) 
※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
二
次
募
集

試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

■
第
２
、
３
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

10
月
29
日(
土)
、
30
日(

日)

の
営
大

祭
と
併
催
に
な
り
ま
す
。
営
大
に
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
申
込
不
要
） 

問
青
森
県
営
農
大
学
校 

教
務
研
修
課 

〒
０
３
９
‐
２
５
９
８ 

上
北
郡
七
戸
町
字
大
沢
48
‐
８ 
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募集! 農業体験受入農家さん 
都会っ子の「とっちゃ、かっちゃ」になりませんか？ 

首都圏等から農業体験を目的に訪れる中学生、高校生を家族

として受け入れ、農作業を教えたり農家の生活を体験させてく

ださい！ 

内容 

受入人数 ３～５名/１回 謝礼 
12,000円/１名 
※２泊３日５食付の場合 

※受入れ前に保健所への簡易宿所営業許可申請、消防本部への届出が必要になります。 
詳しくは、お問い合せください。 

お問合せ 農業経営振興センター 27-9163 

 

お気軽に 
お問い合せ 
ください！ 
い 

受入れ農家の声 
・初めてのことに目をキラキラさせる子供たち
から元気をもらった。 
・我が家の野菜や米をおいしいと食べてくれ
て、農業のやりがいを改めて感じた。 
・始めはお互い慣れなかったが、最後にはま
た来たいと言ってくれてうれしかった。 

子供たちの声 
・夜カエルの声がすごく大きくてびっくりした。 
・朝早く起きるのは大変だったけど、農業の大
変さがよくわかった。 
・ご飯もおかずも自分の田畑で採れたものば
かりでおいしかった。 
・自分に初めて「田舎」ができたみたい。 
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と
き
９
月
13
日
（
火
） 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

と
こ
ろ
り
ん
ご
研
究
所 

県
南
果
樹
部 

三
戸
郡
五
戸
町
扇
田
字
長
下
タ
２ 

行
事
内
容 

①
圃
場
案
内
ツ
ア
ー
（
午
後
１
時
か
ら

１
時
間
程
度
）
お
う
と
う
「
ジ
ュ
ノ
ハ

ー
ト
」、
ぶ
ど
う
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」、
西
洋
な
し
「
リ
ー
ガ
ル
・
レ
ッ
ド
・ 

                 

コ
ミ
ス
」
に
つ
い
て
の
解
説 

②
果
樹
試
験
圃
場
の
公
開 

③
果
樹
栽
培
相
談
所
の
開
設
（
午
前
10

時
～
12
時
、
午
後
２
時
～
４
時
）
品
種

特
性
、
栽
培
方
法
、
病
害
虫
防
除
等 

④
主
要
成
果
の
資
料
展
示
・
果
実
の
展

示 ⑤
所
内
生
産
物
の
販
売
（
な
く
な
り
次

第
終
了
） 

併
設
催
事 

①
な
し
果
実
品
評
会
（
青
森
県
な
し
振

興
協
会
主
催
） 

②
農
業
資
材
、
地
域
農
産
物
、
農
業
図

書
な
ど
の
展
示
と
販
売 

                  

問
り
ん
ご
研
究
所 

県
南
果
樹
部 

☎
０
１
７
８
‐
62
‐
４
１
１
１ 

                            

 

 

 

編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
今
は
ち
ょ
う

ど
お
盆
の
時
期
。
市
役
所
に
お
盆
休
み
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
期
に
夏
休
み
を
取
る

職
員
が
多
く
、
ま
た
、
市
民
の
方
や
業
者
さ

ん
の
出
入
り
も
少
な
い
の
で
、
職
場
は
と
て

も
静
か
で
す
。 

一
方
の
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
白
熱

し
た
戦
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
人
選
手

の
活
躍
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
４
年
間
の
努

力
を
、
そ
の
一
瞬
に
発
揮
し
よ
う
と
す
る
選

手
た
ち
の
姿
に
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
も
神
経

が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。 

昼
夜
逆
転
の
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

す
が
、
八
戸
市
出
身
、
伊
調
馨
選
手
の
金
メ

ダ
ル
獲
得
の
瞬
間
は
、
生
放
送
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
中
盤
リ
ー
ド
さ
れ
な
が
ら

も
、
残
り
５
秒
の
逆
転
劇
に
思
わ
ず
鳥
肌
！

あ
き
ら
め
な
い
こ
と
は
強
さ
の
一
部
な
ん

だ
と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

次
は
い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京

に
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
話
を
す
る
と
決
ま

っ
て
「
お
ら
ぁ
、
も
う
生
き
て
ね
」
と
言
う

人
が
い
ま
す
が
、
た
ば
こ
と
塩
分
は
控
え
て
、

お
酒
も
ほ
ど
ほ
ど
に
。
４
年
な
ん
て
あ
っ
と

い
う
間
で
す
よ
。
２
０
２
０
年
に
は
短
命
県

を
返
上
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
元
気
に
迎

え
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
「
お
・
も
・
て
・

な
・
し
」
の
心
も
忘
れ
ず
に
。 

の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り
担
当 

高
橋 

編
集
発
行 

平
成
28
年
９
月
号 

八
戸
市
内
丸
一
丁
目
１
番
１
号 

八
戸
市
農
業
委
員
会
（
℡
43
―
２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
３
） 

印
刷
部
数
４
，
３
０
０
部 

印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
4.62
円 

編
集
後
記 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地
大字
小字 地目等 面積（㎡） 希望価格

②

①

尻内町
善右エ門堰

40-1 田
（農用地）

29

河原木
大谷地

38-1 田
（農用地）

2,029

応相談
（10年）

河原木
千刈田

田
（農用地）

1,965

1,289

所在地
大字

小字 地目等 面積（㎡） 希望価格

42 991

68 1,785

1,982

10a当たり
400万円

10a当たり
130万円

④
豊崎町
高張

田
（白地）

16

③
長苗代
中坪

田
（農用地）

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 

 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

※農地転用・農地改良につきましては、農業

委員会や農業委員にご相談ください。 

問 農業委員会 

☎４３－２１１１（内線４０１５） 

新規の農地情報をお知らせします。 

農地の詳細な所在について確認したい方、興味

をお持ちの方は、農業委員会までお越しくださ

い。新規以外の情報は折込チラシにございます。 

県
南
果
樹
部
参
観
デ
ー
を 

開
催
し
ま
す 

 
（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー 

り
ん
ご
研
究
所 

 


